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T-1220の 使 用 経 験

斉 藤 豊 一

虎の門病院泌尿器科

T-1220は 富山化学工業株式会社,綜 合研究所が 独 自

に新 しく開発 した数 少ない本邦 産の抗 生 物 質 で あ る。

β-ラクタム系 に 属 し, AmpicillinのAmino基 に4-

Ethyl-2, 3-dioxopiperazinylcarbonyl基 を導 入 した も

の のNa塩 である。

経 口で は殆 んど吸収 されず,注 射 によって速 やかに吸

収 され,グ ラム陰 ・陽性 の各種細 菌に広範 囲な抗 菌性を

示 し,特 に従来 の抗生物質 では抗菌性 の低 いPsendomonas,

Protezts. Klebsiellaな どに もす ぐれた抗菌性 を示 す とのデ

ータが得 られて いるコ)。

このたび,本 剤を試用す る機会 を得 たので,さ さやか

な経験 例を述べてみたい。

1. 対象お よび投与方法

当科の外来患者の中の尿路感染症 の うち,経 過 の長い

もの,他 の抗生物質,化 学療法剤の投薬 によって も効果

の得 られ なか った もの につ いてT一1220を 投薬 した。

投与方法はすべて筋 肉内注射 とし,薬 剤 アレルギーの

既往のない ことを確かめ,注 射前 に皮 内反応 テス トを行

ない,陰 性であ ることを確認 してか ら投薬 を行 なった。

薬剤 ア レルギーの既往があ り,本 剤 の投薬 を差 し控 えた

例はあ るが,以 下に述べ る11例 の投薬例 はいず れ もそ

の既 往はな く,皮 内反応 も陰性であ った。

本剤 を使用 しは じめた初期の うちは不測 の事態 をおそ

れて,初 日は1gと した例 もあ ったが,局 所痛,副 作用

も少ない ことがわか ったので,途 中か らは第1回 か ら2

g, 3gと 投薬 した例 もあ る。

病床数 の関係 で,症 例のすべ てが外来患者なの で, 1

日1回,1日 お きか毎 日連 用 した。

投薬前後 にはなるべ く血 液所見(RBC,WBC,白 血球

分類Hbな ど),肝 機能検査(GOT, GPT, Al-Pな ど),

腎機能 検査(BUN, S-Crな ど)を 行 なったが,都 合で

一部 しか行 ない得なか った例 もあ る。

投薬期 間中は他 の抗生 剤,消 炎酵素剤 は用 い て い な

い。疼痛 の激 しい ものに鎮痛 剤の坐剤を使用 した例が あ

る。従来 よ り使用 してい る降圧剤,健 胃剤な どは引 き続

いて使用せ ざるを得 なかった。また,洗 浄,膀 胱鏡検査

な どの本剤 の効果判 定に影響 をあた えることが考 えられ

る治療方法 も行 なっていない。

症例 は全部 で11例 あ り,1例 は急性 副 睾 丸 炎 で あ

り,他 は尿路感染症 である。

II. 効 果 判 定 基 準

効 果の判定はUTI研 究会 の判定基 準に準 じて判定 し

た。投薬 日数は5～10日 に及 んでいるが,最 終の注射後

1日 ない し2日 後の尿 中菌陽性 の ものは 無 効 と判 定 し

た。

III. 臨 床 治 験 成 績

Fig.1に 急性 副睾丸炎1例 とTable 1に 尿路 感染症

10例 の臨床治験成績 を示 した。

尿 路感染症の症例 はいずれ も基礎疾 患が尿路 にあ り,

急性発症 したか,慢 性 に経過 してい る症 例であ る。 多 く

の ものは他の治療 に も抵抗 して治 りに くか った例 であっ

た。 10例 中5例 に有効 で,有 効 率が低 く見 えるが,症 例

の選 択を難 治性 と考 えられ る ものに偏 ったため と思 われ

る。 急性副睾丸炎1例 を含 む急性症6例 につ いて は5例

について有 効で あ り, 1例 も4日 後 には解熱 した。

副睾丸炎の症例 は図に経過 を示 した通 りで ある。 2週

間前 よ り右副睾丸の腫脹 と疼痛 があ り,薬 店で抗生物質

を求 めて服用 してい たが好転 せず,発 熱,排 尿痛をみ る

に至 ったので来院 した。右睾丸,副 睾丸 が一体 とな り,

超鶏 卵大で,境 界は不明瞭 で,疼 痛 は著 しく,熱 感はあ

Fig. 1 Acute right epididymitis 62 y. M.
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ま りないが38℃ 以上 あった。 1日1回2gと し,1日 お

きに注射 した。 3日 目よ り平熱 とな り, 3回 目の時 には

副睾丸 の腫 脹 も頭部 と尾部 のみに限定 さ れ る よ う にな

り,自 発痛 も消失 した。6回 の投与 で尾部に僅かな硬結

を残す のみ とな ったので中止 した。 CRP,血 沈,白 血球

数 の推移 については図の通 りであ り,有 効な症例で あっ

た。

IV. 副 作 用

局所 の疼痛 も軽度 で,疼 痛 のため中止 した例 はない。

全例 とも血清GOT, GPT, Al-P, BUN, S-Cr値 に前後

とも正常 の範 囲内 に止 まった。尿 中の蛋 白量 も投薬後 に

増加 した例はな く,肝,腎 毒性 は認 め られなか った。症

例No.3は 術後は一過性 にGOT, GPTが50前 後 に

上 昇 し,安 静 によ り正常 に戻 り,そ の1ヵ 月後 に本療法

を行 な ったので あるが,前 後 と もGOT 10～15, GPT

6～8で あ った。

ま と め

T-1220を 複雑性尿 路感染症10例,副 睾丸炎1例 に使

用 し,有 効6例,無 効5例 とい う結果を得 た。

副作用は局所 の疼痛 を含 めて,認 め るべ きものはなか

った。
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CLINICAL USE OF T-1220 

TOYOICHI SAITO 

Department of Urology, Toranomon Hospital 

T-1220 was administered to 1 case of epididymitis and 10 cases of complicated urinary 
tract infections, resulting 6 effective cases and 5 ineffective cases. 

Any side effect including local pain was not observed.


